
2017 年 8 月７日 

 

「ドバイ 2017 アジアユースパラ大会」 

水泳競技派遣選手、役員等推薦方針 

 

一般社団法人日本身体障がい者水泳連盟 

 

1. 水泳競技チームは、次世代日本代表として競技力が期待できるものであっ

て、礼儀と規律を遵守し、健康で元気ある日本の代表にふさわしく、他の参

加国との友好と親善に寄与できる選手、役員をもって編成、推薦する。 

 

2. 推薦選手の選考にあたっては、本大会を 2020年、2024 年開催のパラリ

ンピック競技大会など次世代の水泳競技を担う選手の登竜門として位置づ

け、将来を期待できる選手を推薦する。具体的には下記の条件を満たす者の

中から選考、推薦する。 

(1) 大会組織委員会が定める「ドバイ 2017 アジアユースパラ大会」の参

加資格および日本パラリンピック委員会が定める派遣選手資格を満た

す者 

(2) 本連盟強化指定選手または育成指定選手の指定を受けている者で、本

大会の個人種目でメダル獲得または入賞の可能性のある者 

(3) 次世代日本代表になるため、自己の目標とそれに至る計画及び評価指

標など自己競技力向上戦略プランを提示できる者 

(4) 本大会出場にあたりクラス分けの受検が必要となる者は、バタフライ、

背泳ぎ、平泳ぎ、自由形をそれぞれ 50m 以上泳げること。 

(5) 渡航を含む海外での集団生活における自己管理ができること、及び医

学的観点から、日本代表選手として推薦できる者 

(6) 推薦にあたっては、選考委員会を設置して選考する 

 

3. 役員の推薦にあたっては、2020 年、2024 年パラリンピック競技大会へ

向けて本連盟へ貢献を期待できること、及び本連盟のコンプライアンス規

程を遵守し、選手へのコーチングやサポートに熱意を持ってあたる者の中

から推薦する。 


